
　Ver0.99b新機能の紹介

①プログラム一括読込／再帰検索の終了時の処理を改善

従来は実行後、プログラム一括読込を終了し、メニューから「プログラム検索ルート表示」を選択しなければなりませんでしたが、選びなおすことなく
「プログラム検索ルート表示」を起動できるようになりました。

「終了時、結果画面へ」のチェックにより処理実行後、「プログラ

ム検索ルート表示」に移動します。

再帰検索処
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②プログラム検索ルート表示画面の「関連オブジェクト」表示機能追加（SQL系のDB指定時のみ）

プログラム検索ルート表示画面から関連するオブジェクト（データ／モデル）を表示することができるようになりました。
これにより、一連のプログラムで使用しているオブジェクトの関連を調べることが容易になります。
また、サブツリーや個別のプログラムの有効・無効を切り替えて、関連するオブジェクトを表示しなおすことが可能です。

イ）「関連ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ」ボタンの押下

ロ）タブ押下により関連するモデルを表示

タブで、モデルかデータを切り替え可能

ツリーで表示していたプログラムで使用している全てのモデ

ル

（カーソル位置のプログラムで使用しているモデルでないも

「関連ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ」ボタンを押すと、現在ツリーで表示されているプ

ログラムの一覧と、その全プログラムで使用しているデータ、モ

デルを確認することができるようになりました。

ツリーで表示していたプログラ

ム（プログラム番号順に表示）

ツリーで表示していたプログラムで使用している全てのデー

タ

（カーソル位置のプログラムで使用しているデータでないも

タブで、モデルかデータを切り替え可能

実際の使用箇所を確認することが可能です。

チェックを外すことにより、個別に特定のプログラムを除外
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ハ）ツリー操作によるプログラム一括無効化

ニ）無効化の解除

ツリーがまとめられ、「×」マークが付きます。

これにより、サブツリーのプログラムを一括して除外すること

が可能です。

※注意

便宜的にサブツリーのプログラムを除外するだけなので、複数の

プログラムを検索している場合は前後の順により意図しない結果

となることがあります。これは、既出のプログラムの場合はサブツ

除外指定されたサブツリーのプ

ログラムは非表示になります。

除外したプログラムで使用されているオブジェクトは関連の

対象から外れます。

ツリー表示画面のコンテキストメニューから「サブツリー除

外」を選択すると、サブツリーのプログラムを一括で検索対

象から除外することが可能です。

除外したサブツリーのプログラムを戻すには、メニューから

「サブツリー除外解除」を選択します。

抽出チェックのＯＮ／ＯＦＦによ

り、関連するオブジェクトを再計

算します。
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